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臨床実習 ～引継ぎとまとめについて～   

教務主任  近藤 保子 

 ５月より始まった臨床実習も早いもので、１１月４日より最終期に入りました。日

頃より指導者の皆様にはご指導・ご協力をいただき心から感謝いたしております。 

毎年、臨床実習終了時にはアンケートにご協力をいただきましてありがとうござい 

ます。学校ではそのご意見を参考にしまして、充実した臨床実習となるよう指導して

おります。 

 その１つで、今年度よりなるべくスムーズに期の移行ができることを目的に、各期 

終了時に学生間の“引継ぎ”を行っています。また、引継ぎと同時に各期で強化テー

マを決め“まとめ”をしています。１期終了時には「実習帳の充実」、２期終了時には 

「キュレットスケーリング・症例別ブラッシング指導」、３期終了時には「テーマ別グ

ループ討議」を行いました。 

 臨床実習で学んだ知識と技術と心が少しでも確かなものとなるよう、こうした取組

みにも力を入れていきたいと思います。残りあと少しとなりましたが、最後までどう

ぞよろしくお願いいたします。 

                                             

１ 第３期臨床実習を終えて（３期臨床実習アンケートを中心として） 
「実習内容で費やした時間の多いもの」

は、診療補助、予防処置、保健指導を合

わせた業務が１期５８％、２期７２％、 

３期８２％と増えている。 

「実習施設以外での時間の使い方」は、 

実習帳記録が２期５３％から３期６１％

に増え、中だるみが持ち直してきたよう

だ。 

自宅での平均勉強時間は８５分であり、

ようやく仕事の大切さを理解し、国家試

験を意識してきたと解釈したい。しかし、

意識面での問題点は、予習に割いていた

時間が国家試験勉強に回り、本来なら一

緒のものを別々のものとしてとらえてい

る傾向がある。 

 食事、睡眠については、規則正しい生

活のリズムを体で覚えてきたと言える結

果であった。 

ＭＤＨＣだより ＮＯ．１９ 

三河歯科衛生専門学校  
Ｈ１５．１１．１１

「努力したこと・勉強になったこと」は、 

１期・２期と多かったバキュームテクニ

ック・ライティングが減り、スケーリン

グやセメント練和などが増えた。技術的

な内容に実習も深化してきたことがうか

がわれる。 

「大変だったこと」は、全体的な傾向と

して、『車椅子や耳の遠い患者さんに対し

ての対応がうまくできない』『水平位をと

れない患者さんに対してのスケーリング

が難しい』など具体的な問題が出される

ようになった。また、診療の流れにおい

ても『根治・根充のアシスタントのタイ

ミングが遅れてしまう』など細かな流れ

に目がいくようになった。 

「今後の心構え」は、今までは自分のこ

とで精一杯の学生が多かったが、『常に患

者さんに視線を向け、尽くしていきたい』

『Ｄｒがスムーズに動けるようアシスト

したい』などＤｒや患者に対して心を配

りたいと考える学生が増えてきた。 

「臨床実習の感想」は、『口腔と体全身と

の関連について学ぶことができた。』『今

をどう生きるか病気と闘っている患者さ

んを見て、自分がいかに小さいか気づい

た。頑張りたい。』など実習をより深くと

らえる学生も出てきた。また、多くの学

生が『実習先では優しく、時に厳しく指

導してもらい、成長できた。』『実習先の

スタッフの教えようとしてくださる熱意

がすごく伝わり、自分も積極的に動くこ

とができた。大変感謝している。』等感謝

の気持ちを表していた。 

２ 研修旅行 
～東京歯科大学・TDL・横浜～ 

 １０／２９～１０／３１の２泊３日で 

東京歯科大学での解剖学講義と標本室見

学を中心とした研修旅行を実施しました。   

 

 

 

 

 

 

 

 
 東京歯科大学解剖学標本室にて 

～「東京歯科大学」学生感想（抜粋）～ 

『教科書では一方向から見た図でわかり

にくかった部分も、スライドで実物の映

像を見ながらの講義で咀嚼筋や嚥下のし

くみを理解することができました。』 

『標本室では貴重な献体・標本を見て、

人間の体の神秘さをひしひしと感じまし

た。』 

『強烈な印象を受け、同時に人の命の尊

さを考えさせられる有意義な研修でし

た。』 

３ 今後の主な予定   
・臨床実習Ⅳ期終了    12／10（水） 

・国家試験集中学習開講式 12／15（月） 

・冬休み   12／22（月）～1／9（金） 

・第２回全国統一模擬試験   1／16（金） 

・卒業試験  1／26（月）～1／30（金） 

・国家試験         3／7（日） 

・卒業式          3／11（木） 


